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概要 

人々が外出する際には，バスなどの乗り継ぎ抵

抗が外出の阻害となる場合がある．乗り継ぎ抵

抗の要因のうち，肉体的負担として乗り換えに

伴う接続時の待ち時間が，心理的負担として運

行情報取得のための作業などが考えられる．提

案手法では，ユーザが必要としているバス運行

情報をユーザに負担させることなく提供するこ

とで，乗り継ぎ抵抗を軽減する．これにより結

果的にユーザに外出を促す．実験では，普及が

期待されているスマートハウスで生活する住民

を対象とし，スマートスピーカを介して情報を

提供することでユーザの負担を軽減しバス運行

情報を提供する． 

 

1. はじめに 

高齢化社会において高齢者に対して外出を促

進させる必要性がますます増加している．積極

的に外出することは，本人の身体面や精神面で

よい効果を与えるだけでなく，社会的にも医療

費の削減や地域の活性化など重要な意味を持っ

ている．しかしながら，近年，高齢者を含めす

べての世代において外出頻度の減少が問題とな

っている． 

外出頻度の減少の要因として移動時の負担が

挙げられる．特に交通手段の乗り継ぎ時の抵抗

（乗り継ぎ抵抗）が外出阻害している可能性が

ある．乗り継ぎ抵抗の要因のうち，肉体的負担

として乗り換えに伴う接続時の待ち時間が，心

理的負担として運行情報取得のための作業など

が考えられる．乗り換えに伴う接続時間の待ち

時間の削減に貢献できるシステムとしてバスの

位置をリアルタイムに提示するシステムが存在

する[1]．しかしながらこれらのシステムはアプ

リ等のインストールや乗り換え情報の入力など

のユーザの作業が必要となり心理的負担を与え 

 

 

 

 

 

てしまう． 

本研究では，これらの問題に対して肉体的負

担と心理的負担の両面を解決する取り組みを行

う．提案システムでは，ユーザが必要としてい

るバス運行情報をユーザに負担させることなく

提供することで，乗り継ぎ抵抗を軽減する．こ

れにより結果的にユーザに外出を促す． 

 

2. バス運行情報を用いた外出促進 

本研究では，乗り継ぎ抵抗を軽減するために

ユーザが必要とするバスの運行情報をユーザに

通知することで外出を促進する．ユーザが必要

とするバスの運行情報は，生活パターンを分析

し，外出する可能性が高い時間帯に通知する．

これによりユーザはアプリ等の操作が不要とな

り，肉体的・心理的に負担が軽減される． 

提案手法の流れは以下の通りである． 

(i) 居住者の外出する可能性が高い時間帯の推

定， 

(ii) バスの運行情報の取得， 

(iii) 乗り継ぎ抵抗を考慮したバス運行情報の通

知． 

以下にそれぞれの詳細を述べる． 

 

2.1外出する可能性が高い時間帯の推定 

外出する可能性が高い時間帯に外出促進を行

うことが重要である．外出する可能性が高い時

間帯をセンサにより取得する方法は多数存在す

るが，ここでは居住者のプライバシーを考慮す

ることが重要である．本研究では，住宅に設置

されている電力スマートメータから得られる電

力消費量データを用いて居住者の生活パターン

の分析を行い，外出する可能性が高い時間帯の

推定を行う． 

近年，電力の小売り自由化に伴い，各家庭に

スマートメータの設置が進んでいる．B ルートと

呼ばれる方法[2]により AIF 認証(SMA 認証)を取

得した機器を通じて，瞬時電力測定値(W)，瞬時

電流測定値(A)，積算電力量測定値(kWh)などの

データをリアルタイムに取得することが可能で

ある．この B ルートを活用することによりプラ
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イバシーを考慮しつつ居住者の生活パターンを

分析することが可能である[3]．本研究では[3]

の手法を活用し，各世帯において居住者が外出

する可能性が高い時間帯を推定する．推定され

た時間帯におすすめのバス運行情報を提供する

ことで外出促進を行う． 

 

2.2 バス運行情報の取得 

乗り換えに伴う接続時の待ち時間の軽減のた

めに，バスの運行情報を取得することは重要で

ある．バスの運行情報の取得は，バス会社から

提供されている時刻表からが主であるが，バス

ロケーションシステム（バスロケ）をバス運営

会社が採用している際にはリアルタイムでバス

運行状況の取得も可能である．本研究でもこれ

らの情報を活用する． 

 

2.3 乗り継ぎ抵抗を考慮したバス運行情報の通

知 

乗り継ぎ抵抗を軽減するためには，自宅から

バス停までの移動時間を考慮したバス運行情報

の提示が必要となる．これは各ユーザで異なる

ため，任意で時間の設定を変更できるようにす

る． 

ユーザへの通知はユーザからのリクエスト時

に行うことも可能であるが，本システムの主な

特徴としては，外出する可能性が高い時間帯に

スマートスピーカを介して自動的に通知するこ

とができる点である．スマートスピーカは通常

ユーザの音声に反応して返答を行うことが一般

的であるが，本システムでは．ユーザの音声に

加えて，スマートメータから得られる情報に応

じて自動的に返答を行う機能を追加する．これ

により外出の阻害を一つでも少なくし外出を促

進する． 

 

3. 予備実験 

本実験では，普及が期待されているスマート

ハウスで生活する居住者を対象とし，スマート

スピーカを介してバス運行情報を提供すること

でユーザの負担を軽減し外出を促進する．本実

験で用いたシステムの機器構成を図 1 に示す．

スマートメータからは B ルートで住居の電力消

費量データを 30 分毎自動的に取得し，その時間

帯に在室しているかどうかの判定を行う．外出

する可能性が高い時間帯に居住者が在室してい

ると判定された場合に通知が行われるものとし

た．制御は Raspberry Pi で，通知はスマートス

ピーカ(Google Home)を介して行った． 

 本予備実験では上述の判定が行われた際に，

自動的にバスの運行情報が通知されることを確

認した．通知するバスの運行情報は自宅からバ

ス停までの移動時間を考慮して一定時間の余裕

を持たせて選択した． 

 

4. まとめ 

本報告では，高齢者の外出を促進するために

乗り継ぎ抵抗の低減を考慮してバス運行情報を

通知するシステムの提案を行った．実験では実

際にスマートスピーカを介して自動的にバスの

運行情報を通知できることを確認した．今後の

課題として，実際に本システムを運用し，主観

的に本システムの評価を行うことが考えられる．

特に，自動的に通知する頻度に関しては，考慮

すべきことが多数存在すると考えられる．また

本システムでは現状，ユーザが最も利用する頻

度が高いバスルートを推薦することになってい

るが，ユーザの行動履歴から時刻に応じて推薦

する情報を変更することでより外出が促進され

ることが可能と考えられる． 
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図 1 提案システムの機器構成 
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